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■プログラム■ 
１、トーク「アウシュビッツから南京へ」 

   市川明大阪大学名誉教授（ドイツ文学研究） 

×松岡環（南京攻略戦参戦元兵士と被害者の調査研究） 

２、南京民間抗博物館・呉先斌館長 

（南京の歴史展示を民間で初めて開館）初来日 

３、呼びかけ団体からのリレートーク 

 

４、完成版・南京ドキュメンタリー映画 

『太平門消えた１３００人』上映（75 分） 

■関係者のプロフィール 

●呉先斌(ウシェンビン)・南京民間抗日戦争博物館館長 
 呉先斌館長が資料を集め同館を博物館として 2006 年に正式

開館した。同館では国内外の研究者との定期的研究交流会を開い

ている。3700 余件の文物資料、4 万冊を超える日中の古書蔵書

は研究者に開放されている。呉館長は近年、元国民党軍兵士の調

査にも力を入れている。 

●市川明（いちかわ あきら）・大阪大学名誉教授 
1948 年生。大阪大学名誉教授。専門はドイツ文学・演劇。ブ

レヒト、ハイナー・ミュラーを中心にドイツ現代演劇を研究。

多くのドイツ演劇を翻訳し、関西で上演し続けている。以来、

ドイツのホロコーストと日本の南京虐殺のとらえ方に目を向

けている。 

●松岡環（まつおかたまき）・銘心会南京代表 
 1988 年から南京に足を運び、南京大虐殺の調査を続けてい

る。南京攻略戦元兵士 250 名の調査、被害者 300 名以上の調査

を行い、証言集や資料集を刊行した。2010 年からドキュメンタ

リー映画制作に力を入れ今秋第 3 作『太平門消えた 1300 人』

を完成させた。 

■「南京の記憶を今につなぐ」集会 呼びか

け人（9 月 14 日現在） 

伊関要（大阪城狛犬会） 市川明（大阪大学

名誉教授） 垣沼陽輔（全日本建設運輸連帯

労働組合近畿地方本部） 木戸衛一（大阪大

学教員)  戸毛敏美（NPO 大阪府日中友好協

会） 冨山弘毅（しまもと 9 条の会） 中北

龍太郎(関西共同行動） のつかよこ(撫順の

奇跡を受け継ぐ会関西支部) 服部良一（社民

党元衆議院議員） 前川武志（日中労働者交

流協会） 松岡環（銘心会南京） 山元一英(全

日本港湾労働組合関西地方大阪支部) 山本

恒人（日中友好協会大阪府連合会） 吉田宗

弘（反戦反天皇制労働者ネットワーク） 劉

中耀(大阪華僑総会) 渡辺武（元大阪城天守

閣館長） 市場淳子 岡田光司 古賀滋 古

橋雅夫 山田光一 

■賛同団体 大阪全労協、大阪教育合同労組 




